
         校長 長森 千枝
  

先月、谷川俊太郎氏がお亡くなりになりました。謹んで哀悼の意を表します。国語教科書に
ある小学３年「どきん」、６年「生きる」、中学１年「朝のリレー」をはじめ多くの詩が子ど
もたちに親しまれています。２００８年５月には、本校にも来校いただき、「読み聞かせ会」
が行われました。「補習校便り２００８年３号」にある当時の大久保芳子校長の巻頭言や「読
み聞かせ会」の記事、「子どもの広場」には、あふれんばかりの子どもたちの感想があり、す
ばらしい会であったことが、ありありと示されています。感想のどれもが、楽しかった、うれ
しかったというもので、会場が何度も大笑いになったということから、子どもたちの顔とその
ときの様子がよみがえりました。１時間にもわたる作者の声による詩の朗読や、絵本の読み聞
かせがあり、いっしょに校歌や歌を歌いました。そして、子どもたちからの質問が３０分間も
続いたのです。

絵本は、プロジェクターで写され、声は、大小、高低、遅速の変化に富み、擬態語は、物が
動く様子が目に浮かび、耳に残るほど印象づけられる読み聞かせでした。そこで学んだ谷川氏
の読み方を真似て読んだ「もこもこ」、「これは のみの ぴこ」は、家庭で我が子に何度も
読み聞かせをせがまれるほど楽しい読み方だったのです。参加した子どもたちに人気があった
詩は、「生きる」「ゆっくりゆきちゃん」「おならうた」「うんこ」でした。また、谷川氏が
楽しそうに歌われた「日本語のおけいこ」や、谷川氏作詞「月火水木金土日のうた」は、我が
家でもよく流し、当時担任をしていた補習校１年生とも毎年いっしょに歌いました。

ここで、「補習校便り２００８年３号」に書き留められた谷川氏の言葉を紹介します。

「谷川さんは、心を込めてとても上手に読んでくれた、谷川さんみたいに読みたい、谷川さ
んのような詩を書いてみたい」、子どもたちの感想です。

私たち教員は、「限られた時間で学び続けている補習校の子どもたちに、いかに楽しく繰り
返し、学びを定着させて、力をつけていくのか」ということについて研修を積み、試行錯誤し
ながら、よく話し合います。谷川氏から学んだことに、その手がかりがあるのだと思いまし
た。子どもが心から楽しめる質の高いものを与えること、子どもが声に出して読むことを楽し
むことです。

谷川氏は、目の前の子どもたちの心に響く詩を朗読し、心の奥深くまで届けてくださいまし
た。詩を声に出して読む楽しさを子どもたちに経験させてくださいました。本物を子どもたち
に与えて感性を育ててくださったのだと思いました。
「読み聞かせ会」は、全日校派遣教員が会場づくりを、補習校教員が手作りの昼食を、保護

者数名が昼食の差し入れや準備、後片付けを担い、協力した手作りの会だったのです。

本年も、学校教育へのあたたかいご理解とご支援をありがとうございました。健康で楽しい
冬休みをお過ごしになられ、よいお年をお迎えください。
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「立派な詩を書こうとしないこと、ニュートラルで波が立っていない静かな時にいい詩が生
まれる。」

「自分を空っぽにして待っているんです。言葉が出てくるのを。」
「子どもと大人の区別はないんです。大人にもおもしろくなければ子どもにもおもしろくな

い。」
「詩を書くとき、一つの言葉を大切にしてそこからイメージをふくらませていきなさい。」
「詩を読むときも意味を分かろうとして、それにとらわれてはいけない。」
「質問するときには追及する気持ちを持ってしなさい。」

http://www.jszurich.ch/


お願い

お知らせ

図書室 冬休みの利用について

卒業式の日は授業もあり、特別時間帯に
なります。詳しくは３月に「お知らせ」
を配信します。

図書室前靴並べ
ご協力ありがとう

ございます

懇親会 家庭室利用

補習校
対応について

２０２４年度 3学期予定

特に１１時には、児童生
徒の入れ替わりがあるた
め、多くの利用者が図書
室前に靴を並べます。
次の人が靴を踏まずに入
れるように、入り口手前
脇に並べたり、指導して
くださったりしている保
護者の方々、ありがとう
ございます。

低学年を中心に家庭室（１１１教室）を利用して、横のつながりを密にし、親子で交流を深めら
れています。
家庭室利用をご希望の際は、土曜日に、問合わせ、事前に、校舎使用願いをご提出ください。

補習校は、土曜日のみの学校です。
週日にいただいた質問などへの対応、返答に時間
をいただきます。
特に学校休暇中は、返答までに十分時間をいただ
きます。
ご理解のほどお願いいたします。

開室日 ：掲載できません。学校にお問い合わせください。
利用時間：掲載できません。学校にお問い合わせください。
利用について：貸出・返却のみ
貸し出し冊数：５冊まで（常時）
＊新刊図書：学期中、長期休業中とも１冊まで
注意事項:

   1.返却は、もとの場所に本を戻す
（戻す場所がわからない場合は返却コーナーに置く）

   2.来校・下校の際、必ず職員室に声をかける

証明書発行

休暇中は発行いたしておりません。必要な場合は、
十分余裕をもって早めに担任にお申込みください。
ご希望の期日に添えない場合もあります。

・図書カードがなくならないように、自分の名前を書き、必ず自分の
クラスの引出しにカードを入れる。

・引出しに入れるのは、今使っている１枚だけにする。
・使い終わったものは、「使用済み」の引出しに入れる。
（持ち帰っても構わない。）

図書貸出カードについて

掲載できません。
学校にお問い合わせください。



皆勤賞今年も実施します

お子様が皆勤賞の対象となるかが不明な場合は、担任にお尋ねください。

２０２５年度の行事予定

※ 夏祭り計画中

    

校内漢字総復習試験が来年始業日に実施されます

試験の範囲

校内漢字総復習試験

小学部の低学年の頃は、案外楽しかった漢字学習も学年が上がり、語彙が増えるにつれ困難
になってきます。ほとんどの漢字は、小３、４年までに習った漢字の部首や部分の組み合わせ
でできています。基礎をしっかり身につけることが大事です。

そこで、本校では、国語学習の基礎である漢字を定着させるため、１９９６年に「校内漢字
検定試験」を発足させました。以後、毎年児童生徒の学習状況を見ながら改訂を加え、現在の
「漢字総復習試験」という形で、毎年４月の始業日に実施しています。

出題は、小学部では、基本的に教科書巻末の新出漢字の語句とします。新出漢字の読み方、
書き方がわかりやすい一覧表になっていますので、これを勉強することによって今年度の漢字
を身につけることができます。新出漢字の他に、筆順、画数、部首、熟語などについては、各
担任が補充のプリントを配布することもあります。また、漢字ドリルから出題される場合もあ
ります。

中学部は教科書と「あかねこ中学漢字スキル」からの出題です。
詳しくは、担任が授業で出題範囲や勉強の仕方を説明します。３学期は今年度の総復習と来

年度の準備期間です。この試験に向けて漢字に力を入れますので、保護者の皆様のご協力をよ
ろしくお願いします。

掲載できません。学校にお問い合わせください。



教育相談

無償で利用できる教材や動画等を紹介して
います。
社会科、自然科学、おすすめ本など活用し
て学びを広げましょう。
https://tanoshikumanabitai.mext.go.jp/

文部科学省
子供の学び応援サイト

海外に在留する児童生徒が抱える問題についても
相談を受け付けています。

あなたのいばしょ
https://talkme.jp/
生きづらびっと
https://yorisoi-chat.jp/
チャイルドライン
https://childline.or.jp/
こころのほっとチャット
https://www.npo-tms.or.jp/service/sns.html
BONDプロジェクト
https://bondproject.jp/

放課後、冬休み 何しようか？

https://tanoshikumanabitai.mext.go.jp/
https://talkme.jp/
https://yorisoi-chat.jp/
https://childline.or.jp/
https://www.npo-tms.or.jp/service/sns.html
https://bondproject.jp/


グランドの芝生部分にモグラの穴や雨水等で凹凸がありました。２学期前半に業者による重機
等を活用した改修が済み、平らになりました。
校舎内では、休業日を活用して、
廊下や教室内照明の LED 化が進み、
教室がより明るくなりました。
２階（日本式）廊下や教室内の壁が
塗り替えられ、美しくなりました。
皆で学校施設を大切に使いましょう。

第３回 運営委員会

ご寄附を賜りました。

２０２４年度夏祭り実行委員会 様
PaPaYatai 様

厚く感謝申し上げるとともに、
有効に使わせていただきます。

報 告

補習授業校オンライン
運営委員長会議

１１月６日（木）に、在外教育施設の運営責任者とのネットワーク強化を図るべく、海外子女教
育振興財団により合計２回開催され、長森校長が参゙加しました。
財団、国や行政の立場から、「在外教育施設振興法」に基づく学校安全対策強化、教育支援向上
について説明がありました。
今回のテーマ「持続可能な学校運営」について、複数校の取り組み紹介と意見交換がありまし
た。
他校の工夫や課題解決方法を参考にしながら、よりよい学校を目指します。

寄附

環境整備
グランド整備 、照明交換、壁塗り替え

１１月１５日（金）

・全日校、補習校から報告がありました。
・次年度行事予定が承認されました。
・学校銀行口座、学校基金、その他の事項

について審議され、承認が必要な内容に
ついては全て承認されました。

冬の朝のあたたかい出来事

１１月末、１限目授業前に、「学校隣の市営
プール駐車場から学校通路に入る辺りが凍結し
ていて危険だ」と子どもを送ったお父さんと
お母さんが職員室に伝えてくださいました。
いっしょにその場を見に行ってはみたものの、
学校の凍結防止用塩について把握しておらず、
プール管理室も閉まっています。すると、お父
さんが近くの店で、凍結防止塩を購入して、凍
結していた所にまいてくださったのです。
駐車場を利用して学校に通う人々が滑らないよ
うにと思って、してくださいました。ありがと
うございました。

教育活動アンケートに関して

アンケートにご協力いただき、誠にありがとう
ございました。高評価と多くの励ましのお言葉
をちょうだいしました。心より感謝申し上げま
す。学校をよりよくするために、皆様からの貴
重なご意見を参考にし、来年度の教育活動につ
なげていきます。
今後も、アンケートのみならず、日頃から、気
づきやご意見を伝えていただければありがたく
思います。



コンテスト 受賞おめでとうございます

海外子女教育振興財団主催 第４５回 海外子女文芸作品コンクール

＜詩の部門＞

佳作 小２ Y.A

「あ」のつくことば

＜俳句の部門＞

佳作 小５ S.B

花の雨ピアノとともになっている

学校ボランティア 生け花教室

図書ボランティア
図書カード整理

今年も多くの子どもたちが各種コンテストに参加し、すばらしい結果が届きました。学んだこと
を生かして、努力して参加したからこそ得られたものです。来年も積極的に参加しましょう。

こども教育支援財団主催 第６回 子ども作文コンクール

海外賞 中３ A.B

受賞作品 https://kodomo-zaidan.net/ourbusiness/career_path/essay/concours#overseas01

９月２８日（土）、図書ボランティアの方々
が、図書カードの返却日 記入漏れに印をつ
けてくださいました。貴重な
図書を皆が気持ちよく利用
するための大切な作業です。
ご協力をありがとうござい
ました。

９月２８日（土）家庭科室にて華道池坊正教授二級総華監の先生による生け花教室が実施され、

小学４年生〜高校生１０名の児童・生徒が参加しました。

子どもたちは、和装姿の先生から生け花について学んだ後、水切りや花材の扱い方について先生

のデモンストレーションを見て、作品へのイメージを膨らま

せました。次はいよいよ実践です。小菊やモミジ、ハマシダ

などの秋の花々を、水面がきれいに見え、奥行きが出るよう

に自由な発想で剣山に生けました。子どもたちは集中して、

花器と花のバランスを考え、先生のご指導のもと作品を作り

上げました。

当日は、ご家族総出で準備をしてくださいました。日

本の季節感を大切にする美しい伝統文化に触れる貴重な

機会を授けてくださった先生に感謝いたします。

小学部６年２組が
幼稚部２組で朗読

１０月２６日（土）に、６年生の「やまなし」
の朗読を幼児が静かに
聴き入りました。その
後、印象に残った登場
人物の絵を入れた感想
が幼児から６年生に渡
されました。

https://kodomo-zaidan.net/ourbusiness/career_path/essay/concours#overseas01


＜全日校 研修会＞ １１月７日（金）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 ＜補習校 研修会＞ １１月８日（土）

全日校教諭の小学4年生国語「未来につなぐ工芸品」の授業を参観
し、研修しました。
子どもたちは、「初め・中・終わり」のまとまりに分ける活動をと
おして、根拠を明確して互いの考えを発表し合い、各段落の役割を
考えながら文章の組み立てをとらえていきました。
研究授業後の全日校研究討議会に、補習校教員７名が参加し、アク
ティブラーニングや指導の手立てについて協議しました。補習校は、
さまざまな分野で全日校の支援を受けています。

昨年に引き続き「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた手立てを探る」という研究主題の
もと、国際部中学年担任が「家族旅行リーフレット作り～おすすめの場所を提案しよう～」の
研究授業を行い、全日校派遣教員と補習校教員が参観をしました。トランスランゲージ・クラ
スルームの考え方を取り入れ、無理のない範囲で子ど
もの得意言語を活用して、教え合いながら学習することを手立てと
しました。旅行写真と簡単な説明を記した担任のマップを例にして、
リーフレットを書くための魅力を表す表現を復習しました。
子どもたちは、自分の旅行の写真をiPadを活用してグループで見せ
ながら、お薦めの場所と理由、魅力を説明したり、質問に答えたり
しながら、内容を詳しく掘り下げました。次の授業では、友達の
知りたいことを入れてリーフレットの説明を書いていきます。
また、当日は、教員間でも授業を公開し、全日校派遣教員に補習校
児童生徒の学ぶ様子も見ていただきました。
放課後、全日校教員と補習校教員との合同研究討議会を行いました。
グループに分かれて、研究授業の成果や課題、改善点を付箋に書き
込みながら、「主体的・対話的で深い学び」について協議しました。今後の授業実践に、
研修での学びを授業に生かしていきます。

研修会を実施

第１１回SKNスイス継承日本語教育機関 連絡会

高等部授業
ビブリオバトル

１１月２４日（日）に在スイス日本国大使館広報文化センターで開催されました。
本校の参加は２回目で、長森校長と他校兼務教員３名が参加しました。
SKN、フックス 美千代代表、在スイス日本国大使館、川原 剛広報文化センター長のご挨拶、各教
育機関の紹介、継承日本語教育に関する日本の法律と現況報告があり、各グループで課題解決や
今後の取組みについて協議しました。
スイス各地の継承語教育機関の代表、会計の他、教員や保護者など興味のある方々が参加し、
継承語を学ぶ子どもたちのよりよい教育の継続について、熱意あふれる情報交換やネットワーク
強化がなされました。

１０月２６日（土）教員４名と
保護者１名が、高校生の間に読
んでおきたい本をプレゼンテー
ションして紹介しました。



「被災地の子どもたちにクリスマスカードを届けよう！」プロジェクト

田中先生から、お礼のメールが届きました。
「本当に嬉しく、心より感謝申し上げます。ありがとうございま
した。どのカードも、どのカードもとても可愛くて美しいカード、
スイスからのカードだ！！！！
本当に深い感謝の思いで感動して見入っています。これからアッ
プしてみなさんにも この喜びのお裾分けをしたいと思います。
今年は能登大地震や大水害があり、能登の子供達にもカードを分
けて届けようと思っています。尚志高校の杉原先生からの連絡で 今年のクリスマスカードの展示会
を開催されるそうで、スイス日本人学校補習校の子供達のクリスマスカードを展示させいただきま
す。杉原先生も大喜びです。
まだ少し早いですが、補習校の皆様、良いクリスマスをお迎えください。感謝」

『公式 facebook』↓↓１１月１４日に本校のカードが届きました。
http://www.facebook.com/XmasCardsFromFriendsAroundTheWorld

プロジェクトリーダー中央大学名誉教授 田中拓男先生からの「東北被災地の子どもたちを支援する
クリスマスカード活動」への参加協力の呼びかけにより、補習校でこのプロジェクトに参加して８
年目となりました。今年も子どもたちが心を込めて書いたカードを送りました。中には１人で複数
のカードを書いた子、力強いメッセージを添えた立体カードを作った子、小さなプレゼントを入れ
た子もいます。あたたかいご協力をありがとうございました。

高等部・国際部高学年クラス説明会入学募集説明会

２０２４年度４月
入園・入学募集中

太鼓部 活動開始

１１月２９日（土）

高等部と国際部高学年クラスの説明会を実施
しました。

１１月１６日（土）

小学部と幼稚部の入学募集説明会を実施
し、学校の様子をご覧いただきました。

本校の児童生徒が太鼓を叩くようになって１１年目となり
ます。部活動として、小学３年生から高等部までの２４名
が、１１月２日から練習を開始しました。中学生と高校生
が中心となり、指導しています。日本の伝統文化の継承を
担う子どもたちが、学年を超えて交流しながら楽しく太鼓
を叩き、活動しています。ジュネーブ日本語補習学校

とのオンライン合同研修会

１２月７日（土）放課後、ジュ
ネーブ補習学校との合同研修会を
行い、今年度もオンラインでつな
がりました。教員は、学年別で１
０グループに分かれ、意見交換を
して楽しく学び合いました。

知人の方にお知らせください。

http://www.facebook.com/XmasCardsFromFriendsAroundTheWorld
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も
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小
学
部
一
年
二
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ぼ
く
・
わ
た
し
の
ほ
し
い
も
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小
学
部
四
年
一
組 

秋
休
み
の
思
い
出 

 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
ぜ
地 

百
花 

 

わ
た
し
は
、
秋
休
み
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し

た
。 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
と
く
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
オ

ー
ロ
ラ
を
見
た
こ
と
で
す
。
オ
ー
ロ
ラ
は
肉
が
ん
で

は
、
白
く
見
え
る
の
が
ふ
つ
う
だ
そ
う
で
す
が
、
わ

た
し
は
、
オ
ー
ロ
ラ
が
緑
に
見
え
ま
し
た
。 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
食
べ
物
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
と
く
に
、
バ
タ
ー
が
お
い
し
く
て
、
毎
朝

パ
ン
に
ぬ
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
羊
肉
の
料
理

も
や
わ
ら
か
く
て
、
さ
い
高
で
し
た
。 

ま
た
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
た
し
の
秋
休
み 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
デ
ィ
カ
リ 

愛
聖 

 

わ
た
し
は
、
秋
休
み
の
初
め
に
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
の
体
験
入
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
十
さ
い
か

ら
十
四
さ
い
ま
で
の
コ
ー
ス
で
、
わ
た
し
が
行
っ
た

と
き
は
、
他
に
三
人
の
生
徒
が
い
ま
し
た
。
初
め
て

だ
っ
た
け
れ
ど
、
先
生
が
と
て
も
て
い
ね
い
に
教
え

て
く
れ
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

休
み
の
後
半
で
は
、
ク
ラ
ス
の
友
達
の
た
ん
生
日
会

に
行
っ
て
、
レ
ー
ザ
ー
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で

遊
び
ま
し
た
。
ど
き
ど
き
、
は
ら
は
ら
し
て
お
も
し

ろ
か
っ
た
の
で
、
ま
た
し
た
い
で
す
。 

 
 コ

ル
シ
カ
島
の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

有
馬 

唯
生
悟 

 

秋
休
み
に
家
族
で
、
コ
ル
シ
カ
島
へ
行
き
ま
し
た
。 

コ
ル
シ
カ
島
は
、
ま
だ
あ
た
た
か
く
、
海
や
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
は
、
と
て
も
き
れ

い
で
、
水
が
す
き
通
っ
て
い
ま
し
た
。 

ぼ
く
と
妹
は
、
す
な
で
お
し
ろ
を
作
っ
た
り
、
深
い

あ
な
を
ほ
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。 

一
度
、
家
族
四
人
で
と
て
も
深
い
あ
な
を
ほ
っ
た
と

き
に
、
す
な
か
ら
温
せ
ん
の
に
お
い
が
し
て
き
ま
し

た
。
母
が
、 

「
こ
れ
は
、
い
お
う
の
に
お
い
だ
よ
。
」 

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ゾ
ー
レ
ン
バ
ー
グ
の
プ
ー
ル 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
林 

一
晟 

 
 ぼ

く
は
、
金
曜
日
に
ゾ
ー
レ
ン
バ
ー
グ
の
プ
ー
ル
に

行
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
は
、
初
め
に
大
き
な
す
べ
り
台
で
す
べ
り
ま

し
た
。
こ
の
す
べ
り
台
は
、
高
さ
十
四
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
上
っ
て
か
ら
、
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
を
す
べ
り

降
り
る
と
い
う
、
は
く
力
の
あ
る
す
べ
り
台
で
し

た
。
外
を
通
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。
外
の
コ
ー
ナ
ー

か
ら
、
ま
た
中
に
入
る
と
、
急
カ
ー
ブ
で
う
つ
ぶ
せ

に
す
べ
っ
て
い
た
ぼ
く
は
、
思
わ
ず
ひ
っ
く
り
返
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
あ
お
向
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
起
き
上
が
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島
の
ね
こ
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
ッ
ト
ク
リ
フ 

英
万 

 

わ
た
し
は
、
秋
休
み
に
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ル
シ
カ
島
と

イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
へ
行
き
ま
し
た
。

二
つ
の
島
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
、
一
時
間
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。 

ど
ち
ら
の
島
で
も
、
ね
こ
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。

特
に
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
の
ホ
テ
ル
で
見
た
二
ひ

き
の
ね
こ
た
ち
は
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
わ
た
し

は
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
」
と
名

付
け
て
、
遊
び
ま
し
た
。
す
す
き
を
ふ
る
と
、
飛
び

つ
い
て
き
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

い
つ
か
ま
た
、
二
ひ
き
の
ね
こ
た
ち
に
会
い
た
い
で

す
。 

 

ぼ
く
の
秋
休
み 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
す
田 

彩
人 

 
 ぼ

く
は
、
秋
休
み
に
家
族
で
、
ト
ル
コ
に
住
ん
で
い

る
お
じ
さ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
夏
み
た
い

に
暑
く
て
、
海
で
泳
ぎ
ま
し
た
。 
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い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
の
は
、
お
じ
さ
ん
の
か
っ
て

い
る
ね
こ
「
ヤ
マ
ン
」
と
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
こ
と
で

す
。
ヤ
マ
ン
は
、
す
て
ね
こ
で
、
お
じ
さ
ん
の
家
に

三
回
来
ま
し
た
。
さ
い
初
の
二
回
は
、
お
ば
さ
ん
が

追
い
返
し
ま
し
た
。
三
回
目
に
来
た
と
き
に
、
か
わ

い
そ
う
に
思
っ
て
、
じ
ゅ
う
医
に
連
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
ヤ
マ
ン
は
、
お
じ
さ
ん
の
家
に
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
ヤ
マ
ン
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。 

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
旅
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
村 

空 

 

わ
た
し
は
、
秋
休
み
に
家
族
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
行
き

ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
、
去
年
の
秋
休
み
に
初

め
て
行
き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
く
、
海
が
き
れ
い

で
、
ご
飯
も
お
い
し
く
、
人
も
や
さ
し
い
の
で
、
家

族
み
ん
な
気
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
年
も
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
サ

ー
フ
ィ
ン
で
す
。
天
気
が
悪
か
っ
た
り
、
波
が
高
す

ぎ
た
り
し
て
、
二
日
間
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
し
て
み
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ぼ
く
の
さ
い
高
の
秋
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
い
と
う 

隼 

 

ぼ
く
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
行
き
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
は
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
と
コ
ル
マ
ー
ル
に
行
き
ま

し
た
。 

さ
い
初
は
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
と
ま
り
ま
し
た
。
着
い

て
か
ら
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町

を
散
歩
し
な
が
ら
、
お
店
を
見
た
り
、
観
光
を
し
た

り
し
ま
し
た
。 

次
の
日
は
、
コ
ル
マ
ー
ル
に
行
っ
て
、
「
ハ
ウ
ル
の

動
く
城
」
に
出
て
く
る
家
を
見
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
れ
が
見
ら
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

ド
イ
ツ
で
は
、
テ
ィ
テ
ィ
湖
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
レ
ー
ザ
ー
ゲ
ー
ム
や
ザ
イ
ル
パ
ー
ク
で
遊
び
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

秋
休
み
の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト 

は
な 

 

わ
た
し
は
、
秋
休
み
に
乗
馬
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
の
は
、
今
回
で
三
回

目
で
す
。 

朝
行
っ
て
、
ま
ず
、
ポ
ニ
ー
を
外
に
つ
れ
て
い
き
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
森
に
散
歩
に

行
き
ま
す
。 

わ
た
し
の
お
気
に
入
り
の
ポ
ニ
ー
は
、
ノ
ア
と
い
う

名
前
で
す
。
黒
く
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ
う
な
ふ
わ

ふ
わ
の
毛
を
し
て
い
ま
す
。
ノ
ア
は
、
全
く
言
う
こ

と
を
聞
か
ず
、
わ
ん
ぱ
く
で
す
が
、
そ
こ
が
か
わ
い

い
で
す
。 

と
て
も
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
ま
た
行
き
た
い

で
す
。 

 

そ
父
と
そ
母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
井 

康
資 

 
 こ

の
秋
休
み
、
ぼ
く
と
兄
は
三
ぱ
く
四
日
で
、
ビ
ュ

ー
ラ
ッ
ハ
の
そ
父
と
そ
母
の
所
に
行
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
祖
父
と

車
で
初
め
て
行
っ
た
バ
ー
ル
で
、
二
人
で
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
食
べ
た
こ
と
で
す
。 

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
も
っ
と
ほ
し
い
か
い
。
」 

バ
ー
ル
の
お
じ
さ
ん
が
、
追
加
で
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
チ
ョ
コ
を
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ー
ル
の
テ
レ

ビ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
番
組
が
う
つ
っ
て
い
て
、
見

な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。 

＊
バ
ー
ル…

軽
食
き
っ
さ
店 

 

楽
し
か
っ
た
日
本
旅
行 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
川 

れ
ん 

 
 ぼ

く
は
、
秋
休
み
に
日
本
に
行
き
ま
し
た
。
今
回
は

特
別
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ
く
の
ゴ
ッ
テ
ィ
と
お

く
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

ぼ
く
た
ち
は
、
ま
ず
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
上
っ
た
り
、
お
台
場
で
買
い

物
を
し
た
り
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ぼ
く
の
そ
父
母
が
住
ん
で
い
る
沖
縄
に
行

き
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
、
海
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
し

た
り
、
り
島
の
久
米

く

め

島
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
他

に
も
、
京
都
や
大
阪
で
観
光
を
し
ま
し
た
。 

 

ゴ
ッ
テ
ィ
も
お
く
さ
ん
も
日
本
が
大
す
き
に
な
っ

て
く
れ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。 

＊
ゴ
ッ
テ
ィ…

後
見
人 

 
 

日
本
の
遊
園
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
村 

マ
ル
テ
ィ
ン 

 

ぼ
く
は
、
家
族
と
三
重
県
に
あ
る
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
平
日
だ
っ
た
の
で
、
人
気

の
あ
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
も
な
ら
ば
ず
に
す
ぐ

に
乗
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

ぼ
く
の
い
ち
ば
ん
す
き
な
乗
り
物
は
、
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
で
す
。
こ
う
も
り
の
よ
う
に
お
な
か
を
下
に
し
て

進
む
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
で
す
。
ル
ー
ピ
ン
グ
が

何
回
も
あ
り
、
長
く
て
、
は
げ
し
く
て
、
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 
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来
年
は
、
父
も
い
っ
し
ょ
に
、
も
う
一
度
行
き
た
い

で
す
。 

 
 日

本
か
ら
来
た
そ
父 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

引
場 

ゆ
う
ご 

 
 秋

休
み
に
、
ぼ
く
の
そ
父
が
、
ス
イ
ス
に
来
ま
し

た
。
来
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。 

そ
父
は
、
三
週
間
ス
イ
ス
の
ぼ
く
の
家
に
と
ま
り
ま

し
た
。
そ
父
は
、
ぼ
く
の
部
屋
で
ね
た
か
ら
、
ぼ
く

は
妹
の
部
屋
で
ね
ま
し
た
。
そ
父
は
、
お
こ
づ
か
い

を
く
れ
ま
し
た
。 

そ
父
と
ぼ
く
た
ち
は
、
ピ
ラ
ト
ス
と
ハ
イ
ジ
ド
ル

フ
、
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
に
行
き
ま
し
た
。 

来
年
も
こ
ん
な
ふ
う
に
楽
し
い
秋
休
み
に
し
た
い
で

す
。 

 

ゴ
ム
鉄
ぽ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

フ
ン
ツ
ィ
カ
ー 

大
和 

 
 ぼ

く
は
、
ぼ
く
の
住
む
村
に
あ
る
木
工
せ
い
作
所

で
、
ゴ
ム
鉄
ぽ
う
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
鉄
ぽ
う

は
、
四
回
う
て
ま
す
。
そ
れ
は
、
四
つ
の
角
が
あ
る

歯
車
が
あ
る
か
ら
で
す
。
仕
組
み
は
、
引
き
金
を
引

い
た
ら
、
ぴ
ん
と
は
っ
た
ゴ
ム
が
歯
車
を
回
し
、
ゴ

ム
が
は
じ
か
れ
ま
す
。
引
き
金
は
、
ば
ね
で
も
ど
り

ま
す
。
歯
車
は
、
的
を
定
め
る
の
に
も
役
立
ち
ま

す
。
的
に
命
中
し
た
と
き
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

ぼ
く
の
作
品
の
と
く
ち
ょ
う
は
、
四
回
続
け
て
う
て

る
と
こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら
、
お
田
信
長
も
び
っ
く
り

す
る
と
思
い
ま
す
。 

   

秋
の
イ
タ
リ
ア
旅
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヘ
ス 

礼
恩 

 
 ぼ

く
は
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
に

行
き
ま
し
た
。 

ぼ
く
た
ち
は
、
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
多

く
の
く
り
の
木
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
く
り
を
集

め
ま
し
た
。
そ
の
く
り
を
や
い
て
食
べ
た
ら
、
あ
ま

く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

山
に
は
、
大
き
い
き
の
こ
の
形
を
し
た
岩
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
自
然
の
力
が
強
い
と
思
い
ま

し
た
。 

次
の
日
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
他
の
山
に
登
り
ま
し

た
。
山
の
色
が
赤
や
黄
色
で
き
れ
い
で
し
た
。
め
ず

ら
し
い
き
の
こ
も
見
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
の
秋
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

あ
り
す 

 
 わ

た
し
は
、
秋
休
み
に
イ
タ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。

妹
と
、
い
と
こ
と
い
っ
し
ょ
に
一
日
中
遊
び
ま
し

た
。
夕
食
は
、
そ
父
母
、
い
と
こ
家
族
と
ピ
ザ
を
食

べ
に
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ハ
ム
が
の
っ
た
ピ

ザ
を
注
文
し
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

次
の
日
、
宿
題
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
り
ん
ご

の
お
祭
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
馬

に
乗
っ
て
り
ん
ご
畑
に
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
エ

リ
ア
で
は
、
箱
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
、
風
船

と
本
を
も
ら
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
学
部
四
年
二
組 

ご
ん
ぎ
つ
ね
を
読
ん
で 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
川 

真
人 

 

ご
ん
は
、
兵
十
に
火
縄
じ
ゅ
う
で
う
た
れ
た
け
れ

ど
、
最
後
に
自
分
が
く
り
や
松
た
け
を
持
っ
て
い
っ

た
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
き
ず
が
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く

な
か
っ
た
ら
、
兵
十
と
仲
良
く
な
っ
て
い
っ
し
ょ
に

魚
を
取
っ
た
り
、
住
ん
だ
り
し
て
、
い
い
く
ら
し
を

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

い
た
ず
ら
好
き
の
ご
ん
が
、
兵
十
を
助
け
る
ご
ん

に
な
る
話
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
川 

至
人 

 

ぼ
く
は
、
兵
十
に
ゆ
る
し
て
も
ら
え
た
か
な
。
そ

う
だ
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
。
ぼ
く
は
、
も
っ
と
生
き

た
か
っ
た
。
兵
十
に
も
っ
と
く
り
や
松
た
け
を
あ
げ

た
か
っ
た
な
。
兵
十
を
も
っ
と
お
う
え
ん
し
た
か
っ

た
な
。
今
、
兵
十
は
、
ぼ
く
の
お
は
か
を
作
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
な
。
そ
れ
と
も
、
村
の
人
た
ち
に
ぼ
く

の
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
か
な
。 

ぼ
く
は
、
う
な
ぎ
を
取
ら
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。

い
わ
し
も
投
げ
こ
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
橋 

琉
海 

 

ご
ん
は
、
兵
十
に
火
縄
じ
ゅ
う
で
う
た
れ
て
と
て

も
悲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う

と
、
今
ま
で
く
り
や
松
た
け
を
持
っ
て
い
っ
た
こ
と
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に
な
か
な
か
気
づ
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。 で

も
、
最
後
に
兵
十
が
、
ご
ん
に
目
を
落
と
し
た

と
き
は
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ご
ん
の
き
ず
が
深
く
な
か
っ
た
ら
、
兵
十
が
、
ご

ん
を
か
ん
病
し
て
、
仲
良
し
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
い
友
達
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水 

直
樹 

 

ご
ん
は
、
い
つ
兵
十
が
つ
ぐ
な
い
に
気
づ
い
て
く

れ
る
の
か
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ

る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
く
り
を
持
っ
て
い
っ
た
と

き
に
兵
十
に
見
つ
か
り
、
火
縄
じ
ゅ
う
で
う
た
れ
ま

し
た
。
ご
ん
は
、
本
当
は
も
っ
と
生
き
て
い
た
か
っ

た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
死
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。 

兵
十
は
悲
し
ん
で
、
ご
ん
を
土
の
中
に
う
め
た
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
兵
十
は
、
ご
ん
に
ま
た
く
り
を

持
っ
て
き
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ご
ん
は
、
天
国
で
う
な
ぎ
を
取
ら
な
け
れ
ば
よ
か

っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ー
バ 

野
明 

 

ご
ん
は
、
兵
十
に
う
た
れ
て
悲
し
か
っ
た
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
も
っ
と
生
き
て
い
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
兵
十
は
、
火
縄
じ
ゅ
う
で
ご
ん
を
う

っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

ご
ん
は
、
人
間
に
見
つ
か
っ
た
ら
殺
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
の
に
、
兵
十
へ
つ
ぐ
な
い
す
る
た
め
に
く

り
や
松
た
け
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

も
し
、
ご
ん
が
生
き
て
い
た
ら
、
い
た
ず
ら
は
や

め
て
友
達
を
作
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
物
語

は
、
悲
し
い
で
す
。 

中
学
部
二
年 

意
見
文 

日
本
語
以
外
の
言
語
使

用
に
つ
い
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
川 

夏
緒 

  

私
は
、
日
本
人
学
校
補
習
校
で
は
日
本
語
を
話
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
授
業
中
に
日
本
語
以
外
の

言
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
反
対
だ
。 

 

理
由
は
、
二
つ
あ
る
。 

 

一
つ
目
の
理
由
は
、
せ
っ
か
く
日
本
人
学
校
に
日

本
人
や
日
本
語
が
で
き
る
友
達
と
い
る
の
だ
か
ら
、

日
本
語
を
話
し
て
日
本
語
力
を
向
上
さ
せ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
か
ら
だ
。
日
本
人
や
日
本
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
人
と
、
違
う
言
語
を
話
す
の
は
、
少
し
違
和
感

を
覚
え
る
。
も
し
あ
る
言
葉
を
日
本
語
で
ど
う
伝
え

る
か
わ
ら
な
か
っ
た
ら
、
辞
典
で
調
べ
る
か
、
わ
か

る
人
に
き
け
ば
い
い
。 

 

二
つ
目
の
理
由
は
、
単
純
に
日
本
人
学
校
の
ル
ー

ル
だ
か
ら
だ
。
小
学
一
年
生
の
と
き
か
ら
、
「
日
本

語
を
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
き
た
の
で
、

私
は
日
本
語
を
話
す
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
今
更
ル
ー
ル
を
変
え
ら
れ
て
も
、
み
ん
な
が
混

乱
す
る
だ
け
だ
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
を
話
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
う
。 

 

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ど
う
思
う

だ
ろ
う
。
私
は
、
や
は
り
み
ん
な
で
日
本
語
を
話
し

た
い
。
み
ん
な
で
も
っ
と
日
本
語
を
話
そ
う
。 

  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
村 

エ
リ
ッ
ク 

 

僕
は
、
国
語
の
授
業
中
に
日
本
語
以
外
の
言
語
を

使
用
す
る
こ
と
に
、
賛
成
す
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
国
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
日
本
語
を
使
用
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
。 

し
か
し
、
日
本
語
の
単
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
、
知
ら
な
か
っ
た
り
し
た
ら
、
誰
か
に
言
い
た
い

こ
と
を
伝
え
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
日
本
語
だ

け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き

は
、
日
本
語
以
外
の
言
語
が
わ
か
る
誰
か
に
、
正
し

い
日
本
語
を
き
い
て
学
ぶ
の
も
、
日
本
語
を
学
ぶ
方

法
の
一
つ
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
日
本
語
以
外
の
言

語
を
使
用
す
る
こ
と
も
い
い
と
思
う
。 

そ
れ
に
、
授
業
中
に
話
せ
る
の
が
日
本
語
だ
け
な

ら
、
日
本
語
が
で
き
る
子
は
多
く
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
、
意
見
を
た
く
さ
ん
言
え
て
、
積
極
的
に
授
業

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
日
本
語
が

あ
ま
り
上
手
で
な
い
子
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
言
え

ず
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。 

 

た
だ
し
、
が
ん
ば
っ
て
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
一

番
だ
。
日
本
語
以
外
の
言
語
の
使
用
は
、
ど
う
し
て

も
必
要
な
と
き
だ
け
に
す
る
の
が
い
い
と
思
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
ぼ
田 

章
良 

 

僕
は
、
国
語
の
授
業
中
に
お
け
る
日
本
語
以
外
の

言
語
の
使
用
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
い
い
と

思
う
。 

先
生
に
対
し
て
は
、
日
本
語
を
話
す
練
習
の
た
め

に
、
日
本
語
を
話
す
べ
き
だ
と
思
う
。
も
し
、
言
い

た
い
こ
と
が
日
本
語
で
ど
の
よ
う
に
言
う
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
り
し
て

も
、
問
題
は
な
い
。
先
生
な
ら
助
け
て
く
れ
た
り
、

適
切
な
言
い
方
を
教
え
て
く
れ
た
り
す
る
か
ら
だ
。 
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し
か
し
、
授
業
中
、
授
業
内
容
を
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
話
し
合
う
と
き
に
は
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
他

の
言
語
も
使
っ
て
い
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分

の
意
見
を
日
本
語
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
と
き
に

は
、
自
分
の
得
意
な
言
語
で
意
見
を
伝
え
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
か

ら
だ
。 

例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
と
き
に
、
日
本

語
で
伝
え
ら
れ
な
い
場
合
、
ス
イ
ス
ド
イ
ツ
語
で
話

す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
補
習
校
に
来
て
い
る
目
的
や
日
本

語
学
習
の
大
切
さ
を
理
解
し
た
う
え
で
、
友
達
と
の

会
話
で
は
他
の
言
語
も
許
可
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
イ
ラ
ー 

瑠
偉 

 

僕
は
、
補
習
校
の
国
語
の
授
業
中
に
日
本
語
以
外

の
言
語
を
話
す
こ
と
に
、
反
対
だ
。 

ま
ず
、
日
本
語
を
確
実
に
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
大

切
だ
と
思
う
か
ら
だ
。
日
本
語
力
が
高
ま
る
と
、
自

分
の
考
え
を
う
ま
く
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
他
の
教
科
の
勉
強
に
も
役
に
立
つ
。
日
本
語
を

使
う
力
が
着
実
に
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
、
難
し
い

こ
と
を
学
ぶ
と
き
に
困
る
こ
と
が
多
い
。 

ま
た
、
補
習
校
の
国
語
の
授
業
は
、
週
に
た
っ
た

二
時
間
し
か
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
わ
ず
か
な
時
間
に

無
理
を
し
て
日
本
語
以
外
の
言
語
で
話
す
よ
り
も
、

日
本
語
で
話
し
な
が
ら
授
業
を
受
け
る
ほ
う
が
、
内

容
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ

う
が
、
日
本
語
の
学
び
が
深
ま
る
と
思
う
。 

最
後
に
、
も
し
将
来
日
本
に
行
っ
た
と
き
、
日
本

語
を
適
切
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
か
ら
だ
。
日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
日
本

語
を
使
う
の
で
、
日
本
語
力
が
あ
れ
ば
、
生
活
や
仕

事
で
困
ら
な
い
は
ず
だ
。 

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
補
習
校
で
は
外
国
語
を
話

す
よ
り
も
、
日
本
語
を
し
っ
か
り
使
う
べ
き
だ
と
考

え
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
井 

健
資 

 

僕
は
、
国
語
の
授
業
で
は
、
日
本
語
以
外
の
言
語

を
使
っ
て
も
い
い
と
い
う
意
見
に
賛
成
だ
。 

ま
ず
、
国
語
を
学
ぶ
と
き
に
、
日
本
語
だ
け
で
全

て
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
だ
。
そ
の
た

め
、
母
国
語
で
あ
る
ス
イ
ス
ド
イ
ツ
語
や
英
語
で
の

会
話
が
あ
る
と
、
さ
ら
に
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
れ

か
ら
、
学
ぶ
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
日
本
語
を
学
ぶ

ス
ト
レ
ス
が
減
り
、
意
欲
的
に
日
本
人
学
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
る
。 

 

さ
ら
に
、
母
国
語
で
質
問
し
た
り
、
み
ん
な
の
説

明
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
の
会
話
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
よ
り
授
業
が
楽
し
く
な
る
か
ら

だ
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
他
の
言
語
で

き
く
と
、
早
く
答
え
が
見
つ
か
る
。
そ
の
た
め
、
授

業
が
滞
り
な
く
進
む
。 

 

最
後
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
や
る
気
に
も
よ
い
影
響

が
あ
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
僕
と
英
語
を
話
す
Ｔ
と

は
、
日
本
語
よ
り
英
語
で
話
す
ほ
う
が
話
が
早
く
伝

わ
る
。
す
る
と
、
日
本
語
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
。 

 

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
僕
は
日
本
語
だ
け
で
な

く
、
日
本
語
以
外
の
言
語
も
話
し
た
ほ
う
が
い
い
と

思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ド
ゥ
ン
シ
ュ 

兼
士 

 

僕
は
、
国
語
の
授
業
で
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使

う
こ
と
に
賛
成
だ
。 

日
本
語
よ
り
も
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使
う
ほ
う

が
便
利
だ
か
ら
だ
。 

例
え
ば
、
僕
は
家
や
学
校
で
ド
イ
ツ
語
や
英
語
を

話
す
の
で
、
慣
れ
て
い
る
言
語
を
使
っ
た
ほ
う
が
、

言
い
た
い
こ
と
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ

る
。 そ

し
て
、
ク
ラ
ス
の
友
達
も
、
ド
イ
ツ
語
や
英
語

が
よ
く
で
き
る
か
ら
だ
。
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使

っ
た
ほ
う
が
、
日
本
語
よ
り
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
意
見
に
反
対
の
人
は
絶
対
、
「
で
も
、
じ
ゃ

あ
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
補
習
校
に
通
う
の
」
と
き
く
だ

ろ
う
。 

け
れ
ど
も
、
多
数
の
子
は
行
き
た
く
な
い
の
に
、

親
が
「
行
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
補
習

校
に
来
て
い
る
だ
け
だ
と
思
う
の
で
、
全
然
や
る
気

は
な
い
は
ず
だ
。 

さ
ら
に
、
「
で
も
、
授
業
は
二
時
間
だ
け
な
の

に
、
日
本
語
以
外
の
言
葉
を
使
い
た
く
な
な
い
」
と

い
う
反
対
意
見
も
わ
か
る
。 

し
か
し
、
僕
は
こ
の
二
時
間
を
楽
し
く
友
達
と
話

し
た
い
。 

そ
の
た
め
、
国
語
の
授
業
で
日
本
語
以
外
の
言
語

を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
野 

桜
央 

 

私
は
、
国
語
の
授
業
で
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使

う
こ
と
に
つ
い
て
、
反
対
す
る
。
そ
の
理
由
を
今
か

ら
説
明
し
た
い
と
思
う
。 
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一
つ
目
の
理
由
は
、
日
本
人
学
校
に
は
日
本
語
以

外
の
言
語
を
話
せ
な
い
人
が
い
る
か
ら
だ
。
授
業
中

に
日
本
語
以
外
の
言
語
が
使
用
さ
れ
た
ら
、
そ
の
言

語
が
で
き
な
い
人
た
ち
は
何
に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い

る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
会
話
に
つ
い
て

い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
日
本
語
を
話
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。 

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め

に
、
お
金
を
払
い
、
日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
日
本
語
を
使
わ
な
か
っ
た
ら
、
あ
ま
り
勉
強

に
な
ら
な
い
の
で
、
お
金
の
無
駄
だ
。
授
業
中
に
日

本
語
以
外
の
言
葉
を
話
す
と
、
先
生
だ
け
で
な
く
、

他
の
生
徒
た
ち
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
日
本
語
以
外
の
言
語
を
話
す
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
学
校
に
来
る
意
味
が
あ
ま
り
な
い
と
思

う
。 し

か
し
、
私
は
休
み
時
間
に
は
、
日
本
語
以
外
の

言
葉
を
話
し
て
も
い
い
と
思
う
。
休
み
時
間
な
ら
、

授
業
を
邪
魔
す
る
こ
と
に
は
な
い
か
ら
だ
。 

こ
れ
が
私
の
意
見
だ
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

波
多
野 

タ
イ
ラ
ー 

 

僕
は
、
授
業
中
に
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使
う
こ

と
に
賛
成
だ
。 

な
ぜ
な
ら
、
友
達
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
や
、

そ
の
と
き
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
す

ぐ
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

ま
た
、
他
の
言
語
を
第
一
言
語
に
も
つ
人
が
多
い

の
で
、
日
本
語
だ
け
だ
と
、
言
い
た
い
こ
と
が
言
え

な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
っ
ぽ
い
表
現
に
な
っ
た
り
、

言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
。 

す
る
と
、
か
ら
か
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
発

言
し
た
く
な
く
な
る
。 

た
だ
、
日
本
か
ら
離
れ
た
ス
イ
ス
に
い
る
た
め
、

日
本
語
を
使
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た

め
、
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て
、
話
せ
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
半
分
日
本
人
で
あ
り
、
日
本
が
大
好
き
な
僕

と
し
て
は
、
そ
れ
は
困
る
。 

そ
こ
で
、
ど
う
し
た
ら
克
服
で
き
る
の
か
、
考
え

た
。 授

業
の
半
分
は
日
本
語
の
み
で
、
残
り
の
半
分
は

好
き
な
言
語
も
使
っ
て
い
い
こ
と
に
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
こ
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
よ
り
自
信
を
も

っ
て
活
発
に
意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
補
習
校

で
の
時
間
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
る
は
ず
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
分
の
ほ
う
が
授

業
内
容
も
よ
り
身
に
つ
く
の
で
、
日
本
語
以
外
の
言

語
の
使
用
に
賛
成
だ
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
上 

彩
絵 

 

補
習
校
の
国
語
の
授
業
中
に
、
日
本
語
以
外
の
言

語
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
賛
成
と
も
反

対
と
も
言
え
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
は
、
言
い
づ
ら

い
。 ま

ず
、
日
本
語
以
外
の
言
語
の
使
用
に
賛
成
で
き

る
場
合
だ
。
先
生
が
日
本
語
の
言
葉
を
説
明
す
る
た

め
に
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
以
外
の
言
葉

を
用
い
て
教
え
て
く
だ
さ
る
と
、
わ
か
り
や
す
い
と

き
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
使
用

し
て
も
い
い
と
思
う
。 

し
か
し
、
私
た
ち
生
徒
は
、
授
業
中
は
日
本
語
を

使
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語

以
外
の
言
葉
だ
と
、
私
が
知
ら
な
い
言
葉
も
あ
る
の

で
、
皆
が
日
本
語
で
話
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
か

ら
だ
。
そ
れ
と
、
補
習
校
は
一
週
間
の
中
で
二
時
間

し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
を
覚
え
る
た
め
に

は
、
授
業
中
は
難
し
く
て
も
日
本
語
を
話
し
た
ほ
う

が
よ
い
練
習
に
な
る
か
ら
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
先
生
が
言
葉
の
意
味
を
説
明
す
る

と
き
に
は
、
日
本
語
以
外
の
言
語
を
使
う
こ
と
に
賛

成
だ
。
一
方
、
生
徒
た
ち
が
授
業
中
に
日
本
語
以
外

の
言
葉
を
話
す
こ
と
に
は
、
反
対
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
下 

湧
生 

 

私
は
、
授
業
中
に
お
け
る
日
本
語
以
外
の
言
語
の

使
用
に
つ
い
て
、
賛
成
だ
。 

な
ぜ
な
ら
、
新
入
生
が
日
本
語
を
話
せ
な
く
て

も
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
使
う
こ
と
で
友
達
を
作
れ

る
か
ら
だ
。 

ま
た
、
日
本
人
学
校
で
は
、
他
の
言
語
で
も
会
話

が
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
日
本
に
行
く
よ
り
も
、

優
れ
て
い
る
か
ら
だ
。 

 

例
え
ば
、
日
本
人
学
校
で
ド
イ
ツ
語
な
ど
日
本
語

以
外
の
言
語
を
使
う
と
、
日
本
語
し
か
で
き
な
い
人

も
他
の
言
葉
を
学
べ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 

中
学
二
年
生
の
約
三
分
の
二
の
生
徒
が
他
の
言
語

も
話
し
て
も
い
い
と
い
う
意
見
を
選
ん
だ
。 

 

一
方
、
他
の
生
徒
の
反
論
と
し
て
は
、
授
業
中
は

日
本
語
だ
け
で
話
し
た
ほ
う
が
日
本
語
を
早
く
覚
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
た
。 

 

し
か
し
、
や
は
り
日
本
人
学
校
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

に
あ
る
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
る
。
日
本
語
は
日
本

で
習
う
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
効
率
が
い
い
か
ら
だ
。 

 

日
本
語
を
上
達
さ
せ
る
に
は
、
個
人
の
努
力
が
必

要
な
の
で
、
他
の
言
語
が
ク
ラ
ス
内
で
話
さ
れ
て
い

よ
う
が
関
係
は
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
日
本
語
以
外
の
言
語
の

使
用
に
賛
成
だ
。 
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